
到着後、学校へ連絡すると、各学校の図書館指導員

さんが受け取りに来館し、貸出完了となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

～高崎市立中央図書館のお知らせ～ 

 

 図書館の仕事  

    学校連携 編 

 

授業や調べ学習に必要な図書が学校図書館だけでは足りない場合や、適切な図書が見つからない場合、

先生からの依頼を受けて、各図書館の学校連携担当者が必要な資料をそろえて貸出できるよう対応して

います。 
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高崎市立図書館では、図書館と学校との連携事業として、市

内の小中学校及び特別支援校に対し、団体貸出や学校図書

館指導員向け相談窓口の開設などの支援を行っています。 

今回はそんな「学校連携」と呼ばれる仕事をご紹介します。 

依頼は、学校図書館指導員さんを通じて、 

主にＦＡＸや電話で入ります。 

依頼内容は、学校連携パック（※１）の予約であったり、

パックではカバーできないような資料の貸出希望（※２）

であったり、はたまた先生や児童・生徒から寄せられた

質問に対する調べものの相談であったりもします。 

（※１）学校連携パック とは 

利用の多いテーマの資料をまとめた図書のセッ

トを作成しています。そのテーマは、「昔のくら

し」や「校外学習(鎌倉)」、「バリアフリー・ユニ

バーサルデザイン」等のほか、地域に関する「群

馬」や「高崎」等、52 種類のパックが、計 96

パック、1,138 冊用意してあります。 

利用を希望する時期に合わせて資料をまとめ、 

学校最寄りの図書館や 4 拠点公民館に配送します。 

学校図書館指導員さん

への情報提供も行って

います。 

「がっこう⇔たかさき としょかん通信」を隔月刊で発行、

学校や関係機関へ配布し、図書館と学校図書館との情報交

換を行っています。また、学校図書館での仕事上の疑問や

質問に対し随時お答えしています。 

（※２） 

パックにない内容は、要望に沿って資

料を集めます。テーマの内容、対象の

学年、科目、単元、希望冊数、期日を

伺い、それに合わせて用意します。 

先生や子どもたちから寄せられた、 

疑問・質問に対する調べものの 

お手伝いもしています。 

学校給食って 

いつ始まったの？ 

理科室で育てている 

ザリガニに青いザリガニが 

いるのはなぜ？ 

昨年度は、市内小中学校と特別支援校全 84 校のうち、連携パックの貸出は 50 校、233 回、4,826 冊、 

要望に沿った資料の貸出は 40 校、99 件、1,839 冊の利用がありました。 
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（前号より続く） 

                            さて、今回は現在の５代目図書館のお話となり、この「図書館

今昔」も最終回となります。 

保健所などとの複合施設として、現在の図書館が自動出納書 

庫などの最新設備を備え２０１１（平成２３）年４月にオープンしてから、早くも９年の歳月が流れました。 

当時、高崎市は周辺町村との合併を経て人口も３０万人を超えたことから、県が行っていた様々な事務や権

限が移管される中核市を目指していました。 

中核市になると、保健所の業務や環境行政における許認可権などを市が担うことになり、高松町の JT 跡地

に新たな保健所の建設が計画されました。 

一方、老朽化が著しくなった図書館は、当初は今の市庁舎の南側に建設する構想もありましたが、駐車場の

キャパシティーなどの面から他の候補地を模索することになりました。 

郊外の広い土地も候補に上がりましたが、図書館は子供からお年寄りまで幅広い年齢層の方が利用すること

や、１日２０００人近くの人が利用するという集客面も重視されました。その結果、交通の利便性が高く、市役所、

音楽センター、シティギャラリー、ハローフォーラム、もてなし広場などの公共施設が集積する城址地区に、保健

所との複合施設として整備することとなり、２００９（平成２１）年７月に本体工事が着工されました。 

末広町の４代目図書館は２０１０（平成２２）年１１月から新館移転のための準備期間に入り、２０１１（平成２３）

年２月には完全休館、同年３月末その役目を終えました。 

この旧館は新館がオープンした２年ほど後に解体され、文化会館や中央公民館の駐車場となっています。 

新しい図書館へは蔵書約４８万冊、視聴覚資料約７万点のほか、編纂作業を終えた市史関連の資料などが

搬入され、新たに IC タグを導入することで自動貸出機による 

貸出や予約資料の受け取りが可能となりました。 

また、自動出納書庫の導入により、旧館では職員が書庫ま 

での遠い距離を走って取りに行っていた資料が、機械処理で 

取り出せるようになりました。 

図書館におけるボランティア活動も「おはなしのへや」が整備 

され、「読み聞かせ」などがより充実しました。保健所で行われる 

乳幼児の健診時に「ブックスタート事業」も併せて行われるように 

なり、複合施設としての特徴も生かされています。 

視聴覚関連でも定期的に「DVD 上映会」が開催され、多くの皆 

さんにお楽しみいただいております。 

また、長い歴史を誇る読書会は、１９７９（昭和５４）年の発足以来実に４６１回を重ね、著者やエピソード、作

品の背景なども詳しく紹介され、参加者の読後感を活発に交換しています。 

１９１０（明治４３）年の開設以来、時代の変遷とともに図書館の形態やニーズも多様化してまいりましたが、図

書館はその街の文化のバロメーターでもあり、「知のトポス」でもあると思います。 

今後も利用者やボランティアの皆様とともに、より良い図書館となるよう職員一同努力してまいり 

ますのでよろしくお願い申し上げまして、「図書館今昔」完結とさせていただきます。 

 

著・高崎市立中央図書館長 

 

 

図書館 

今昔〈最終回〉 

中央図書館 開館時間 

火曜～金曜   10時～20時 

土日祝日・月曜 10時～17時 

休館日 毎月最終水曜日 

5 代目になる現在の図書館 

 


